
（別紙３）

～ R8年2月16日

（対象者数） 20 （回答者数）
14

～ R8年1月29日

（対象者数） 8 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・一人ひとりに応じたおやつ作りができると良い。

2

・長期休暇やイベント時等の活動時間の長いタイミングで

は、普段取り組めない（難度なもの、調理に時間のかかるも

の）に挑戦する。

3
・利用者が楽しめるよう、職員やパート・アルバイトも一丸

となって活動を楽しめる環境を作っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・勉強時間に合わせて、利用者それぞれの特性を踏まえた課

題等でスキルアップできる機会を設ける。

2
・思い切り体を動かす場所を室内以外に設ける（公園や公共

施設等）て遊ぶ場所とそうではない場所を区切る。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ぺこぽこ

○保護者評価実施期間
R7年1月5日

○保護者評価有効回答数

R7年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年2月5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・SST等の練習や能力の習得する機会が少ない。 ・活動の中でSST課題の優先順位を疎かにしがちであった。

・室内で思い切り体を動かせる場所が少ない。
・室内を走り回れる環境はあるが、導線が少ないため全員が

走り回れるわけではない。

・遊びを通じて対人関係を学べる。
・スタッフを通じてお友達との関係を繋げる練習をしてい

る。

・本人の良い所を伸ばす。

・料理をする機会に触れ合うことができる。

・苦手なことや嫌なことでも、スタッフやお友達と一緒に一

度は挑戦できる。

・やることはやる、遊ぶ時には全力で遊ぶことができる。
・市外でのお出掛けが多く、利用者が楽しみに来所できる環

境を作っている。

事業所における自己評価総括表公表


